
16300410200 16303590010

上り 31.8  km/h 18.6  km/h

下り 12.4  km/h 19.0  km/h

7.3  ％ 7.0  ％

32,356  台/12h 35,549  台/12h

41,712  台/日 46,393  台/日

 １．渋滞に関する課題

 ２．死傷事故に関する課題

箇所名 国道41号の旅行速度（民間プローブデータ）

路線名

現況の課題

交通量

（主） 国道41号

混雑時
旅行速度

大型車混入率

対
象
箇
所
図

基
本
デ
ー
タ

死傷事故件数 （件/年）

死傷事故率 （件/億台km）

5.5

361.3

掛尾町交差点

（従） 国道359号

 ● 国道４１号は、交通量が４万台/日を越え、富山県内で交通量が多い区間である。
 ● 朝夕ピーク時に交通が集中し、特に富山駅方面（下り）の旅行速度が低下している。
 ● ピーク時旅行速度が前後区間と比較して、著しく低くなっており、国道４１号におけるボトルネック区間となっている。
 ● 従道路である国道３５９号は、国道４１号よりも交通量が多く、上下線共に旅行速度が低く、混雑度も非常に高くなっている。

交通状況

対策実施における課題

混雑度 1.47

　【渋滞・事故に関する課題】　富山IC方面→砺波市方面への左折滞留長不足によって、左折車線をはみ出した車両が直進交通を阻害
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　⇒ 左折車線を延伸し、左折滞留長不足を解消する
　【事故に関する課題】　右折時に対向右折車が死角となり、交差点内で右折事故が多発
　　                 　　　　　⇒ 右折分離ゼブラ帯を設置し、右折車からの対向直進車の視認性を向上させる

課題を踏まえた対策方針

  ・ 当該交差点は、死傷事故件数5.5件/年、死傷事故率361件/億台kmと死傷事故が多発し、事故ゼロプランにおける事故

　  危険区間に登録されている。特に下り線（富山駅方面）の追突事故と交差点内での右折事故が多発している。

  ・ 下り線の追突事故は、砺波市方面への左折滞留長不足により、左折車が直進車線にはみ出したことで、後続車の急な停止

　  や無理な車線変更を誘発し、追突事故が発生している。

  ・ 交差点内の右折事故は、対向右折車が死角となり、対向直進車が見えづらく、右折判断を誤ることで事故が発生している。

 ■ （主道路）国道４１号
  ・ ピーク時の交通集中により、両方向で渋滞が発生
  ・ 富山IC方面→砺波市方面への左折滞留長不足
　　により、左折車が直進交通の円滑な走行を阻害
  ・ 沿道商業施設への出入り交通、信号交差点が
　　連続していることによる速度低下が渋滞を助長

 ■ （従道路）国道３５９号
  ・ 砺波市方面→富山駅方面への左折専用車線未

　　設置による、左折車の滞留が直進車の円滑な交

　　通を阻害し、速度低下を助長

  ・ 沿道商業施設への出入り交通、信号交差点が

　　連続していることによる速度低下が渋滞を助長

2.62

　【左折車線の延伸】　・ 富山地方鉄道のバス停（掛尾停留所）の移設が必要となるため、管理者との協議が必要
　　　　　　　　　　　　　  ・ 用地の取得が必要
　【右折分離ゼブラ帯の設置】　・ 警察との協議が必要
　【その他】　・ 国道３５９号の管理者である富山県及び市道草島線の管理者である富山市と連携し、従道路における渋滞対策を検討する
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現 地 合 同 点 検 カ ル テ

写真②：砺波市方面から山室方面を望む

（国道359号上り線）

写真①：富山駅方面から富山IC方面を望む

（国道41号上り線）

至
富
山
I
C

至
富
山
駅

至 砺波市

至 山室 調査日：平成25年1月31日（木）17:00-18:00

※ 民間プローブデータ ： 下り方面（城址公園前交差点←空港口交差点）秋期平日ピーク時の平均旅行速度 【平成24年4-10月】

左折レーンの滞留長が

不足し、追突事故が多発

右折車と対向直進車と

の事故が多発左折レーン

追突事故

４件

右折事故

５件
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駅

※ 出典：H20-23ITARDAデータ

左折車線の延伸による

滞留長不足の解消

写真②

写真①
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掛尾町交差点で旅行速度が著しく低下

国道４１号のボトルネック区間となっている

朝ピーク（7～9時）

夕ピーク（17～19時）

至 砺波市

至 山室
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至 砺波市

至 山室

バス停の移設に

伴う協議が必要

国道359号の渋滞緩和 →

富山県と連携した渋滞対策の検討が必

警察との協議が必要

用地の取得

掛尾停留所

右折分離ゼブラ帯の設置

による視認性の向上

※ 右折分離ゼブラ帯設置イメージ

市道草島線の渋滞緩和 →

富山市と連携した渋滞対策の検討が必



16300410210 16400620010

上り 18.4  km/h 16.5  km/h

下り 22.2  km/h 17.3  km/h

7.6  ％ 4.4  ％

32,356  台/12h 29,969  台/12h

41,739  台/日 39,158  台/日

 １．渋滞に関する課題

 ２．死傷事故に関する課題

 ● 国道４１号は、交通量が４万台/日を越え、富山県内でも交通量が多い区間である。
 ● 朝夕ピーク時に交通が集中し、旅行速度が低下している。
 ● 朝夕ピーク時の旅行速度が前後区間と比較して、低くなっており、国道４１号におけるボトルネック区間となっている。
 ● 従道路である富山小杉線は、富山市と高岡市を結ぶ主要な幹線道路として機能し、神通川を渡河する有沢橋に至り、
　　神通川断面の交通を分担している。また、交通量は約４万台/日と県内主要地方道で最も多い。

現況の課題 課題を踏まえた対策方針

 ■ （主道路）国道４１号

   ・ ピーク時の交通集中により、両方向で渋滞が発生

　 ・ 沿道施設への出入り交通多く、速度低下を助長

 ■ （従道路）富山小杉線・富山立山魚津線

　・ ピーク時の交通集中により、両方向で渋滞が発生

  ・ 高岡市方面→富山IC方面の右折滞留長不足により、

　　右折車が直進車の円滑な走行を阻害

　・ 高岡市側の流入部（直左車線）及び立山町側の流出

　　部の幅員が狭くなっているため、左折車や直進車の速

　　度低下を助長

  ・ 当該交差点は、死傷事故件数2.75件/年、死傷事故率181件/億台kmと死傷事故が多発し、事故ゼロプランにおける事故
　  危険区間に登録されている。特に隣接する単路部や交差点手前での追突事故が多発している。
　・ 隣接する単路部での追突事故は、渋滞による不規則な車両挙動に後続車が対応できなかったことが要因と考えられる。
　・ 交差点手前の追突事故は、オフピーク時の速度超過が要因と考えらる。

対策実施における課題

  【事故に関する課題】

  ・ オフピーク時に速度超過と思われる

　　追突事故が多発

　⇒ドットラインの路面標示により、

　　速度超過を抑制する。

 【渋滞に関する課題】

  ・ 従道路側高岡市方面の流入部で

　 右折車線の滞留長不足が要因と

   なり、右折車線をはみ出した車両が

   直進交通を阻害

　⇒右折車線を延伸し、右折滞留長

　　不足を解消する

  【右折車線の延伸（従道路）】

　・交差点に接続する従道路（主）富山小杉

　　線の右折レーン延伸等の渋滞対策も必要

  【その他】

　・ 従道路である（主）富山小杉線・（主）富山

　　立山魚津線の渋滞対策は、管理者である

　　富山県と連携して検討する必要がある

交通状況

箇所名 城南公園前交差点

大型車混入率

交通量

混雑度 1.67 0.84

基
本
デ
ー
タ

国道41号の旅行速度（民間プローブデータ）

路線名 （主） 国道41号 （従） 富山小杉線

混雑時
旅行速度 対

象
箇
所
図

死傷事故件数 （件/年） 2.75

死傷事故率 （件/億台km） 180.5

現 地 合 同 点 検 カ ル テ
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城南公園前交差点で旅行速度が低下

国道４１号のボトルネック区間となっている

朝ピーク（7～9時）

夕ピーク（17～19時）

渋滞時の滞留車両に

起因する追突事故が発生

追突事故

2件
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※ 出典：H20-23ITARDAデータ

至 高岡市

至 立山町

：ドットライン設置済み（H20）

渋滞時の滞留車両に

起因する追突事故が発生

追突事故

2件

オフピーク時の速度超過による追突

事故が多発

追突事故

11件

写真②：富山駅方面から富山IC方面を望む

（国道41号 上り線）

写真①：高岡市方面から立山町方面を望む

（(主)富山小杉線 上り線）

調査日：平成22年12月21日（火） 7:00-9:00
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至 立山町

沿道施設への

出入り交通が多い

至
富
山
Ｉ
Ｃ

至
富
山
駅

至 高岡市

至 立山町

路面標示により

速度超過を抑制

路面標示により

速度超過を抑制

右折車線の延伸による

滞留長不足の解消

写真②

写真①

直左車線の

幅員が狭い

至
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Ｉ
Ｃ

至
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山
駅

至 高岡市

至 立山町

従道路側の渋滞緩和 → 富山県と連

携した渋滞対策の検討が必要

※ 民間プローブデータ ： 下り方面（城址公園前交差点←空港口交差点）秋期平日ピーク時の平均旅行速度 【平成24年4-10月】



16300410220 16400440010

上り 24.8  km/h 14.0  km/h

下り 16.8  km/h 16.0  km/h

6.6  ％ 4.4  ％

27,823  台/12h 18,914  台/12h

35,738  台/日 24,210  台/日

 １．渋滞に関する課題

 ２．死傷事故に関する課題

対策実施における課題

 ● 国道４１号は、交通量が３万５千台/日を越え、富山県内でも交通量が多い区間である。
 ● 朝夕ピーク時に交通が集中し、特に富山駅方面（下り）の旅行速度が低下している。
 ● 富山市街地の中心部に位置する交差点のため、歩行者や自転車等の横断交通が多い。
 ● ピーク時旅行速度が前後区間と比較して、著しく低くなっており、国道４１号におけるボトルネック区間となっている。
 ● 従道路である富山高岡線は、上下線共に旅行速度が20km/h以下と低く、混雑度も高い。

現況の課題 課題を踏まえた対策方針

 ■ 国道４１号（下り）

  ・ ピーク時の交通集中と国道８号方面への右折滞留

　 長不足により、右折車が直進交通を阻害し、朝ピー

　 ク時に最大約750mの渋滞が発生

　 （右折交通処理が不十分で右折車を捌ききれない）

  ・ 信号交差点が連続していることによる速度低下が

　　渋滞の発生を助長

 ■ 国道４１号（上り）

  ・ 国道４１号の歩行者、自転車横断が多いため、富山

　 IC方面への左折車が滞留し、直進交通などの後続車

   の旅行速度低下を助長し、渋滞が発生

  ・ 当該交差点は、死傷事故件数5.8件/年、死傷事故率441件/億台kmと死傷事故が多発し、事故ゼロプランにおける事故
　  危険区間に登録されている。特に交差点手前における追突事故が、上下線共に多発している。
　・ 下り線（富山駅方面）は、ピーク時の国道８号方面への右折滞留長不足により、右折車が直進車線にはみ出したことで後続
　　車の急な停止や無理な車線変更を誘発し、追突事故が発生している。
　・ 上り線（富山IC方面）は、国道４１号を横断する歩行者や自転車が多く、滞留した富山IC方面への左折車が急な減速・停止
　　を行うことにより、後続車の追突事故や無理な車線変更を誘発している。

  【渋滞・事故に関する課題】

  ・ 富山IC方面→国道８号方面への右

　 折車線の滞留長不足が要因となり、

　 右折車線をはみ出した車両が直進

　 交通を阻害

　⇒右折車線を延伸し、右折滞留長

　　不足を解消する

  【渋滞・事故に関する課題】

  ・ 歩行者や自転車交通の影響により

　 富山IC方面への左折車が滞留する

　 ことで直進交通を阻害

　⇒左折車線相当幅を確保し、左折

　　交通と直進交通を分離する

  【右折車線の延伸】

　・ 門型標識や照明柱の移設撤去等

　 による、管理者との協議が必要

  【左折車線相当幅の確保】

　・ 照明柱及び歩行者用信号の移設

　 による、管理者との協議が必要

　・ 車線の拡幅に伴い、対向する（主）

　 富山高岡線との車線のするつけが

   必要となること から、管理者である

   富山県と連携し、 対策を検討する。

  【その他】

　・ （主）富山高岡線の管理者である

   富山県及び富山市と連携し、従道路

   における渋滞対策を検討する。

交通状況

箇所名 城址公園前交差点

大型車混入率

交通量

混雑度 1.10 1.30

基
本
デ
ー
タ

国道41号の旅行速度（民間プローブデータ）

路線名 （主） 国道41号 （従） 富山高岡線

混雑時
旅行速度 対

象
箇
所
図

死傷事故件数 （件/年） 5.8

死傷事故率 （件/億台km） 440.8

現 地 合 同 点 検 カ ル テ

写真①：富山IC方面から富山駅方面を望む

（国道41号下り）

写真②：国道８号方面から大手町方面を望む

（国道41号上り）

右折レーンの滞留長が不足し、

追突事故が多発

左折車の急な減速・停止により、

追突事故や無理な車線変更を誘発

右折レーン

追突事故

5件

追突事故

3件
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富
山
I
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至
富
山
駅

※ 出典：H20-23ITARDAデータ
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至
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至 大手町

至 国道８号

左折車線相当幅の確保

による左折・直進交通の分離

至
富
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I
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至
富
山
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至 大手町

至 国道８号

門型標識

バルブボックス
照明柱+

車両感知器

照明柱

照明柱+

歩行者用信号機

門型標識や照明柱等の

移設・撤去が必要

（主）富山高岡線側の拡幅・渋滞緩和

→ 富山県と連携して対策を検討

照明柱+歩行者用

信号機の移設が必要

至
大
手
町

至
国
道
８
号

至 富山駅

至 富山IC

調査日：平成25年1月31日（木） 8:00-9:00

※ 民間プローブデータ ： 下り方面（城址公園前交差点←空港口交差点）秋期平日ピーク時の平均旅行速度 【平成24年4-10月】
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朝ピーク（7～9時）

夕ピーク（17～19時）
城址公園前交差点で旅行速度が著しく低下

国道４１号のボトルネック区間となっている

右折車線の延伸による

滞留長不足の解消

写真②

写真①

至 大手町

至 国道８号

右折車が直進

車線まで滞留

横断交通が多く

左折車が滞留


